
　6月21日（土）に語り部と共に考える『イタイイタイ病講座』を開催しました。昨年度までは、語り部や解説ボランティアの
研修会として実施してきましたが、今年度は一般の方々にもご参加いただき実施いたしまし
た。前半は、奈良教育大学の渡邉伸一教授に「イタイイタイ病問題の社会学的考察」－公害
問題としての特徴と被害者運動の意義－というテーマで講演していただき、公害被害地域の
問題を社会学的な視点から研究された成果を解りやすくお話いただきました。
　後半は、渡邉教授にも参加いただき、資料館の語り部5名と髙木勲寛イタイイタイ病対策
協議会会長、鏡森館長により、「被害地域におけるイタイイタイ病患者の生活」と題して意
見交換会を行いました。意見交換会で実体験に基づいて語られる語り部のお話に会場の方々
も現代では考えられないような患者を取り巻く家族の対応の様子や社会的な
背景に驚きながらも真剣に聞き入っておられました。講座の最後には髙木会
長より今後の語り部が担っていく役割や語り部に期待することについてお話
をいただきました。
　イタイイタイ病の教訓を後世に伝えるために資料館や語り部が今後果たす
べき役割について、それぞれが考えさせられる講座となりました。

語 り 部 講 話 の 感 想

　今回紹介する「語り部」さんは、大上久彦さんです。
　大上さんの祖母のツイさんがイタイイタイ病の認定患者でした。1945年（昭和20年）頃に発症し、1972年（昭
和47年）3月に85歳で亡くなられました。
　おばあさんを弟と二人で五右衛門風呂に入れ、入浴のお世話をされた思い出を中心に、当時の患者さんをとり
まく環境や生活の様子などをわかりやすく語られる講話は、聴講者の心に深く響きます。

　私の祖母ツイは、昭和20年頃からイタイイタイ病を発症し、昭
和47年に85歳で亡くなりました。いつも菅笠やござを持って農作
業に従事していましたが、病気の進行とともに、腰がひどく曲が
り、引き戸に掴まりながら廊下を這って家の中を移動していまし
た。また、家族が寝静まった夜中に「イタイ、イタイ」と一人で
訴えていたことを今でも覚えています。祖母は、お風呂が好きな
人で、小学生であった私と弟が五右衛門風呂の準備をし、入浴時

に背中を流してあげることでとても喜んでくれたのがよい思い出となっています。祖母が亡
くなった際に親戚の人が「嫌いな薬を飲まなくてよくなった。痛い思いをしなくてよくなり
よかった。」と言っていたことや父親が火葬後に残った骨の量の少なさに驚いていたことが
私にはとても強く印象に残っています。
　私は、祖母がイタイイタイ病という公害により、長期間苦しみ、悲痛な思いで亡くなった
ことが残念でなりません。この事実を風化させないよう、イタイイタイ病の恐ろしさやその
悲惨さを次世代に語り継いで行きたいと思い私は語り部として活動しています。資料館への
来館が、公害の恐ろしさや健康・命の大切さについて
学校や家庭で話し合うきっかけにづくりになることが
できればと思っています。

語り部講話の聴講者を募集しています
対象は10名以上の団体で、事前申込が必要です。
詳しくは資料館のホームページをご覧ください。

『私の抱負』大 上 久 彦 さん（71歳）
おばあさんが亡くなっ
た時に親戚が言ってい
た「死んで楽になって
よかった」という言葉
が、イタイイタイ病の
辛さや怖さを物語って
いるのだと思いました。

（中学生　女子）

ご家族を実際に看病さ
れたご苦労や貴重な体
験をお聞きし、イタイ
イタイ病の怖さ、患者・
家族の無念さがよくわ
かりました。

（60代　女性）

イタイイタイ病になっ
てしまった方の心境及
び患者を介護されたご
家族のご苦労を考える
と公害の恐ろしさを再
認識しました。

（70代　女性）

イタイイタイ病を学ぶ日帰りバスツアー

　4月22日（火）滑川市の通所介護施設で語り部の若林カズ子さんが、資料館では初めての試み
となる出前語り部を行いました。若林さんの嫁ぎ先のお祖母さんが闘病生活を送っておられた昭
和30年代から40年代のお話に参加者は時には涙しながら真剣に聞き入っておられました。
　今回の出前語り部は、身体的な都合や交通手段の問題などから資料館に来館できない方々を対
象に試行的に実施したものですが、今後申込状況や受入態勢等を勘案しながら本格実施ができな
いか検討していきたいと考えています。

イタイイタイ病の教訓継承のため、新たな取り組みを進めています
初めて『出前語り部』を行いました。

語り部と共に考える『イタイイタイ病講座』 を開催しました。
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